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第 7次教育振興計画   
日新小学校を会場に、中堅教諭等資質向上研修と初任者研修を合同で開催しました。今回の研修

には、中堅教諭等５名、初任者２３名（小学校等１０名、中学校等１３名）が参加しました。 

研修では、中堅教諭等研修の受講者による授業公開を行い、参加者は「子どもが支え合いながら学

びを深めている場面が、本時の目標の達成にどのようにつながっているか」を視点に、授業を参観しまし

た。事後の研究協議では、上記の視点に基づき、活発に意見が交わされました。初任者・中堅教諭等の

双方が、今後の授業づくりにつながる多くの学びを共有することができました。 

また、グループ協議では、中堅教諭等の先生方がファシリテーターを務め、初任者の疑問や授業づくり

への悩みに対して、自身の経験に基づいた考えを伝えました。そのやり取りからは、ミドルリーダーとして

の役割を意識しながら学びを深めている様子がうかがえました。情報交換の機会や教職２年次の先生

方からのメッセージも、初任者の先生方にとって大変有意義なものとなり、「前向きな気持ちになれた」と

いった声が聞かれるなど、今後への意欲の高まりにつながりました。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 最上教育事務所指導課通信  

◆ 令和８年７月１日 

◆ 最上教育事務所指導課 

◆ 第 ３ 号 

初任者研修・中堅教諭等資質向上研修合同授業研 ５月２８日（木） 

 

研修者のリフレクションより 

・子どもが学ぶ必要感をもつことで、課題を自分事として捉えられると実感しました。また、子どもの考えを傾聴

し、価値づけをしっかり行うことで、学びへの意欲の持続につながることを学びました。 

・教師が子どもの困り感に寄り添うことで、「うまく言えない」「言えるようになりたい」という思いが引き出され、

学習の活性化につながっていたと感じました。他教科の指導にもいかしていきたいと思います。 

 

 

授業の様子 

 

協議の様子 

教職２年目の先生方からのメッセージ 



＜教科担任マイスターとしての役割＞ 

〇ICTを活用した教材開発及びその効果的な活用に 

よる授業実践を推進すること 

〇算数の教科担任制及び数学のタテ持ちを行うこと 

〇他学級の授業参観や校内研修における指導・助言 

〇自身の授業を公開し、校内外の教員の参考とすること 

〇校外研修において先進的・優良な情報を収集し、 

校内研修等に還元すること 

 

 

 

山形県では、“教育山形「さんさん」プラン”推進のための環境整備の 

一つとして、「教科担任マイスター制度」を展開しています。 

最上地区では、重点校２校、配置校３校において「教科担任マイスター」

を中心に、教科担任制の推進、算数・数学の ICT の活用を含めた日常的

な授業改善をとおして学力向上に向けた取り組みを展開していきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 

 

4.30第１回ベーシック研修会説明資料より 

教科担任マイスター事業の紹介 

重点校のマイスターによる授業公開について（全県への公開） 

◇ ６月 ２３日（火） 舟形町立舟形中学校（２年数学）授業者 遠藤 早希 教諭 

 ※舟形中学校の授業公開の様子は次号の指導課通信で紹介いたします。 

◇１１月２４日（火） 新庄市立日新小学校（４年算数）授業者 伊藤 敦子 教諭 

 ※詳細につきましては、開催日の１か月前頃に、各学校へ送付いたします。 

 ※「Plant全国教員研修プラットフォーム」からお申し込みください。 

配置校のマイスターによる授業公開について（近隣校への公開） 

◆１０月  ２日（金） 最上町立大堀小学校   （６年算数） 授業者 伊藤 大地 教諭 

◆１０月 ６日（火） 真室川町立真室川小学校 （６年算数） 授業者 吉浦 恭介 教諭 

※最北ブロック算数・数学研究協議会研修会と兼ねて行います。 

◆１１月３０日（月） 新庄市立明倫学園(後期) （７年数学） 授業者 佐藤  純 教諭 

 ※大堀小学校、明倫学園の授業公開に参加を希望する場合は、最上教育事務所指導課 

教科担任マイスター担当までお問い合わせください。（☎ 0233-29-1438） 

５名の先生方の実践から、一緒に授業づくりについて考えてみませんか？ 


